
 

           新技術調査表（１） 登録番号 0701006 

名  称 SPCW 工法 
作成年月日 2015年12月10日 

更新年月日 2015年12月10日 

 副  題 軽量盛土構造物による道路構築及び斜面被覆工法  開発年月日 1999年4月1日 

 
 
 分  野 

①共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

１材 料 
②工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

石･ブロック積
(張)･擁壁工 

 

 

表面勾配：1：0.0～1：0.5 

最大直高：24m（実績より） 

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名 フリー工業株式会社、基礎地盤コンサルタンツ株式会社 担当部署 技術設計部 

担当者名  後木 孝範 ＴＥＬ 03-3831-8119 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名 フリー工業株式会社 担当部署  技術設計部 

担当者名  八柳 存生 〒 

 

110-0015 ＴＥＬ 03-3831-8119 

住  所 

 

東京都台東区東上野1－3－1 ＦＡＸ 03-3831-0481 
 

 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ www.free-kogyo.co.jp e-maile  akio_hachiyanagi@free-kogyo.co.jp 

 
 【概 要】 
  裏込材に気泡混合軽量材を用いる軽量盛土工法。気泡混合軽量材とは、水、セメント、砂、気 

泡剤を主材料とした特殊コンクリートである。基礎部材及び壁面部材には、工場生産のプレキャ 
ストコンクリート製品を使用する。 

  基礎部材設置後、主に壁面部材設置と気泡混合軽量材打設を繰り返し、所定の構造体を構築す 
る積み上げ方式の工法である。気泡混合軽量材は材質上の理由で、1回打設高さが最高1ｍである 

 ため、積み上がりは1ｍ毎である。 
 【特 徴】 
 壁面部材はPC鋼棒を介した緊張定着方式によって設置する。このため、設置後の壁面部材は自立した 
状態となり、壁面部材固定のための支保工が不要である。 
 背後地山には、せん断ボルト（D19以上、L=1.5m以上）を配置する。せん断ボルトを介して、背 
後地山の付着力（引抜抵抗力）と気泡混合軽量材の付着力（せん断抵抗力）による背後地山と気 
泡混合軽量材を連結するためである。ロックボルト配置による背後地山と気泡混合軽量材の連結 
効果により構造体の底版幅を縮小する事が可能となり、背面地山の掘削量が低減される。 

 標準断面図               せん断ボルト詳細図  
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新技術調査表（２） 
 

 
 
 実績件数 

  東 京 都：   7 件 
  国 土 交 通 省：   37 件 
  その他公共機関：   191 件 
  民 間：   2 件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

 建 設 局：   6 件 

 都市整備局：   0 件 

 港 湾 局：   0 件 
  

水 道 局：   0 件 

  下 水 道 局：   0 件 

  交 通 局：   0 件 

  そ の 他：  1 件 

 特  許    １有り   ２出願中   ③出願予定   ４無し  （番号：                        ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ④無し  （番号：                        ） 

  

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：         ） ２民間開発建設技術（番号：       ） 
   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （          ） 
                      ・証明機関   （          ） 
 ③新技術情報提供システム[NETIS]        ４その他（               ） 
 （番号： QS-000001 登録年月日： 2000年4月20日 ※ 2015年11月現在は掲載終了） 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

① 安全・安心  ２環 境 ３ゆとりと福祉  ４コスト縮減・生産性の向上 
 ⑤公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ⑦景 観 

 自由記入  

開発目標 
（選 択） 

① 省人化 ②省力化 ③作業効率向上 ④施工精度向上 ⑤耐久性向上 ⑥安全性向上 
 ⑦作業環境の向上 ⑧周辺環境への影響抑制 ９地球環境への影響抑制 
 10. 省資源・省エネルギー 11. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

と 

の 

比 

較 

 従来の材料名・工法名： 
 １ 工 程【 1短縮（   ％）②同程度 ３増加（  ％）】（                        ） 
 ２ 省 人 化【 1向上（   ％） 2同程度 ③低下（ -36％）】（                        ） 
 ３ 経 済 性【１向上（  ％）②同程度 ３低下（  ％）】（           ） 
 ４ 施工管理【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ５ 安 全 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ６ 施 工 性【①向 上    ２同程度 ３低下          】（基礎工、壁面工を簡易化） 
 ７ 環 境【①向 上    ２同程度 ３低下          】（背面掘削範囲の縮小    ） 
 ８ 汎 用 性【①向 上    ２同程度 ３低下          】（背面掘削範囲の縮小  ） 
 ９ 品 質【①向 上    ２同程度 ３低下          】（高強度の軽量盛土を使用） 
 10  そ の 他（                                  ） 

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定 
SPCパネル設置（50枚当り）世話役3人、特殊作業員3人、普通作業員9人、 

クレーン運転（25ｔ級）3日、諸雑費5％ 
※ 諸条件に応じた補正乗数あり 出展「SPCW工法標準積算資料」 

 【施工単価等】  
                           直接工事費（施工延長30m当り） 

比較項目 単 位 
従来工法 新規工法 

効 果 
テールアルメ工法 SPCW工法 

工 程 日／式 20 19.5 3％ 
省人化 人日／式 118 160 -36％ 

経

済

性 

材料費 円／式 10,189,600 5,962,650 41％ 
工事費 円／式 3,121,050 7,467,750 -139％ 
材工共 円／式 13,310,650 13,430,400 -1％ 

【施工上・使用上の留意点】 
  基礎部材(1.8ｔ/基)及び壁面部材(0.65ｔ/枚)設置は、主にクレーン作業となるため、現道を 

使用しての作業となる場合が多く、交通規制の不可を事前に確認する必要がある。 
  気泡混合軽量材製造プラントの形態を、現地で確保可能なヤードに応じて検討する必要がある。 
【参考資料】 
  S.P.C.ウォール工法（日本 S.P.C.工法研究会） 

  SPCW工法標準施工マニュアル（日本S.P.C.工法研究会 平成23年改訂版） 
  SPCW工法標準積算資料（日本S.P.C.工法研究会 平成23年改訂版） 
   
 



新技術調査表（３） 
 

検 

査 

・ 

試 

験 

デ 

ー 

タ 

等 

 

建 設 局 
事業への 
適 用 性 

① 急傾斜地及び、生活道路における道路拡幅事業。 
② 崩壊、落石等の災害斜面に対する復旧事業。 
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□ 内部の安定について

① SPCパネルの自立について

　SPCパネル設置時にPC鋼棒を介して、緊張力を96.15kN導入し、気泡混合軽量材

が硬化する間に生じる、膨張圧p=25kN/m2に対して、十分な安定を確保する。

② 気泡混合軽量材の長期自立保持高について

　気泡混合軽量盛土材の長期自立高を求め、計画高に対し、検討を行う。安全率は、

長期3.0、施工時1.0を見込む。SPCW工法では、長期自立保持高が、約105mとなる、

となる、暫定配合K0-10の気泡混合軽量材を標準仕様としている。

□ 外的な安定について

① 滑動に対する安定

　地震時慣性力及び外力の水平成分等からなる滑動力に対する、自重による抵抗力

及びせん断ボルトによる引抜抵抗力を、検討する。安全率は、常時1.25、地震時1.0を

見込む。

② 転倒に対する安定

　構造物の自重及び構造体に作用する外力による構造体の転倒に対する安定は、完

成構造物の偏心量によって検討する。許容偏心量は、常時投影幅/6以内、地震時投

影幅/3以内とする。

③ 地盤支持力に対する安定

　構造体完成時を条件とし、支持地盤における、地盤反力度と許容支持力度を検討。

④ 施工後のすべりに対する安定

　完成構造体を含む、地山すべりに対し、検討を行う。安全率は、常時1.2、地震時1.0

を見込む。

　基礎ブロックに埋設してあるPC鋼棒

とSPCパネル設置用PC鋼棒を連結する。

（ワッシャ－、カプラ－使用）

　基礎ブロックの背後は、コンクリ－ト

で埋戻す。

　基礎ブロックは、所定の位置に設置後、

既設孔内にコンクリ－トを充填し、カウ

ンタ－アンカ－と結合する。

掘削及び整地後、均コンクリ－トを打設

し、その後、施工時の基礎ブロック固定

用のカウンタ－アンカ－を設置。

埋戻コンクリ－ト

コンクリ－ト充填

1

φ23mm
PC鋼棒

2 3

気泡混合軽量材

ラフテレ－ンクレ－ン

2000×1000×215mm

SPCパネル

4

SD345 D19 L=1500mm

カウンタ－アンカ－

ラフテレ－ンクレ－ン

基礎ブロック

65

t=100mm

均しコンクリ－ト

SD345 D19 L=1500mm

カウンタ－アンカ－

注入材

　4と5を繰返し、計画高まで積上る。
　気泡混合軽量材の打設に際しては、1回

の最大打設高を1mまでとする。また、雨

天時の打設は回避する。

　SPCパネルの既設孔内に設置済のPC鋼棒

を通し、ワッシャ－とカプラ－を介して

トルクレンチによる手締め緊張を行い、

固定する。



新技術調査表（５）《実績表》 
 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

東 

京 

都 

に 

お 

け 

る 

施 

工 

実 

績 

建設局 

 

 

建設局 

 

 

建設局 

 

 

 

建設局 

西多摩建設事務所 

 

 

西多摩建設事務所 

 

 

西多摩建設事務所 

 

 

 

西多摩建設事務所 

道路災害防除工事 

(西の8) 

 

大久野細尾(2)急傾斜地 

崩壊防止工事(その4) 

 

道路改修工事のうち擁壁 

設置工事(西－将門連絡 

路) 

 

道路改修工事(西－将門 

連絡路の2) 

 自 2007年10月 

 至 2008年3月 

 

 自 2010年9月 

 至 2011年3月 

 

 自 2012年8月 

 至 2013年3月 

 

 

 自 2014年7月 

 至 2015年4月 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

国土交通省中部地方整備局 

高山国道事務所 

 

国土交通省関東地方整備局 

湯西川ダム工事事務所 

 

国土交通省東北地方整備局 

酒田河川国道事務所 

 

国土交通省北陸地方整備局 

松本砂防事務所 

平成19年度41号矢ヶ野 

道路建設工事 

 

付替県道8号トンネル 

工事 

 

一般国道7号 堅苔沢地区 

南防災工事 

 

中股第3号砂防えん堤 

資材運搬道路その2工事 

 自 2007年6月 

 至 2008年1月 

 

 自 2008年5月 

 至 2009年10月 

 

 自 2009年3月 

 至 2010年3月 

 

 自 2010年6月 

 至 2010年9月 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

 


